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戸田前理事の個人業績について 

 

平成 18 年 11 月 22 日  

文部科学省研究開発局 

宇 宙 開 発 利 用 課 

  

〈戸田前理事の法人に対する個人業績について〉 

○ 平成 16 年度に係る業務の実施に関する評価において､戸田前理事の担当分野である

次世代超音速機技術の研究開発､成層圏プラットフォーム飛行船技術の研究開発及び

未来型航空機技術の研究で､年度計画を超えた成果を達成したものとして、｢Ｓ｣（特

に優れた実績を上げた。）と評価されている。 

 ○ 次世代超音速機技術研究開発の小型超音速実験機（ロケット実験機）開発において、

地上試験の最終段階である打上げ形態総合試験を実施した結果、実験機とロケットを

結合している結合分離機構に想定を超える飛行荷重が付加された場合、この分離機構

が十分機能せずロケットの燃焼振動により搭載機器に重大な影響を及ぼす可能性があ

ることが判明した。 

   この喫緊の問題に際し戸田前理事は、構造力学の専門家の立場から結合分離機構の

ロケット燃焼振動に対する解析の見直しを指揮し、この結合分離機構のリスクを明確

にするとともに、リスクの少ない結合分離機構への改修を指揮した。飛行実験の直前

の問題発生にもかかわらず、的確且つ迅速にリスク分析とその対策を講じることがで

きたのは、まさに戸田前理事の専門家としての知見及び過去の経験によるところが大

きい。この結果、実験の遅れを最小限にすることができただけでなく、分離機構の信

頼性を高めることができ、平成 17 年 10 月の第 2回飛行実験を成功に導いた。 

この飛行実験については､(注)エクストラサクセスレベル(ＳＳＴ飛行実験の最高達

成レベル（達成レベル４）)を達成するとともに，自然層流翼設計技術の有効性を世界

に先駆けて実証した。これらの成果は海外の航空機関連企業等も注目しており，次世

代超音速機の研究開発における世界的地位の礎を築くことができた。 

  (注) エクストラサクセスレベルは、ＳＳＴ飛行実験の最高達成レベル（達成レベル４）として、Ｈ１７年 8 月の第１０回航空科

学技術委員会で設定された。この航空科学技術委員会は、文部科学省が取り組むべき航空科学技術分野における重

点課題及び研究開発の推進方策を策定する委員会として、科学技術・学術新議会研究計画・評価分科会の下部組織

として設置された（平成１４年９月２７日）。 

○ 成層圏プラットフォームの定点滞空試験は、複数の研究機関、機体製造メーカが関

係し、国のミレニアムプロジェクトであるということによる時間的制約もある、複雑

且つ大規模なプロジェクトであった。 

このような状況で、戸田前理事は統合以前の組織にとらわれることなく各種調整を

強力に推し進め、プロジェクト業務に十分精通した人材を集め（センター長、計画管

理室長、招聘研究員など）、適切な指導と総合技術研究本部長としてのサポートを行っ

た。このため、開発試験の効率的な実施が可能になるとともに、知識・経験のある研

究員を JAXA 内外から適切に招集することができた。 

   また、実験場のある自治体（北海道庁なども含む）への試験の説明や協力要請など

を率先して行い、試験が滞りなく開始できるような周辺状況の整備を行った。定点滞

空試験の開始、本格的飛行試験の開始にあたっては、地元、関係機関、報道機関等に
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試験機や試験計画の公開を積極的に行い、関係機関との連携強化を進めるとともに、

地元自治体や住民、関係諸機関の飛行試験への理解・協力を得ることに成功した。試

験終了後も結果報告等を積極的にすすめるなど、将来を見据えた協力体制の構築に尽

力した。 

   実験に際しては、飛行試験スケジュールが天候などの影響でしばしば延期になった

にもかかわらず、重要試験のたびに飛行試験場を訪れ、飛行試験の最終準備状況の確

認、現地実験責任者への指示、実験隊員への激励などを行った。これらは試験準備の

確実化や飛行試験の安全確実な実施、JAXA 以外（メーカーなど）も含む実験隊関係者

の士気の向上に繋がった。 

この「定点滞空飛行試験」は､平成 16 年７月から 11 月末にかけて北海道大樹町の大

樹実験場において８回実施し､自律制御による高度４ｋｍでの定点滞空に世界で初め

て成功し、定点周りに滞空する飛行誘導制御技術の確立等の目標を達成した。 
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